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河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会　：会報
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　　2008年3月の卒業式での「君が代・日の丸」強制に対し、不起立・不斉唱の意思表示をした河原井さん（八王子東特別支援学校）と、根津さん（当時南大沢学園養護学校：現在あきる野学園に強制異動）に、それぞれ、東京都教育委員会から出されている停職6ヶ月という処分は、まったく傲慢で不当な、許されないものです。全国から都教委の暴走を諌める声が届けられていたにも関わらず、6人の教育委員はその具体的な内容を知らされないまま、処分が決められたらしいということが、2月3月の経過の中で判明いたしました。処分を決めた教育委員会は秘密会です。情報開示ということからは程遠い世界です。根津さんへ停職6ヶ月の累積処分を繰り返したことと、河原井さんへの処分を停職3ヶ月から停職6ヶ月に累積したことへの合法的な根拠も示されていません。このような問答無用で恣意的な処分は、見せしめ刑的な脅しとして、「2003年の10・23通達」以降、東京都の教員を沈黙させています。こうした脅しが突きつけられている中で、教員は子どもたちにどのような教育ができるというのでしょうか？　子どもたちこそが最大の犠牲者です。子どもたちは、「強制・命令」の中に、「君が代・日の丸」の中に、置き去りにされています。教員が、まともに教育に取り組めるよう、私たちは、以下のことを要求します。

　＊今日の東京の教育破壊を招いている「2003年・10・
23通達」の白紙撤回

＊すべての不当処分の完全撤回
すでにご存知のように、2006年1月、河原井さんは当時の勤務校・調布養護学校での30周年記念行事の際、「日の丸・君が代」強制不服従の態度を不起立で意思表示し、停職1ヶ月の累積処分を受けました。同年3月、根津さんは勤務校の立川二中の卒業式で、同様に停職3ヶ月の累積処分を受けました。　二人は、これ以降、“河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会”の応援の下、累積される被処分攻撃と闘いながら、合同で訴訟にも取り組んでいます。二人の2006年の累積被処分訴訟を「2006年事件」、2007年の累積被処分訴訟を「2007年事件」、本年の2008年の累積被処分訴訟を「2008年事件」と呼ぶことになりました。弁護士は、萱野さん、和久田さん、戸田さん、岩井さんの4人です。「2006年事件」の裁判は、6　月25日（水）から4期日にわたって、証人尋問に入ります。そこで、これまでの主張と反論を紹介します。

また、このニュースの最終ページをごらんいただき、都合がつく方は、傍聴支援をお願いいたします。

06年事件の裁判で私たちが主張してきたことと、

それに対する都教委の偏狭かつ権力を傘に来た反論
　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

■私たちの主張　これまでに準備書面を8回提出し、以下のような主張をしてきました。

1 「君が代」の強制と処分は、憲法19条「思想・良心の自由」違反であることを「日の丸・君が代」の果たした歴史的役割、ことに学校教育での役割を踏まえて論じ、また、「愛国心」が強いとされるアメリカにおける「忠誠への誓い」や国旗拒否に関わる原告勝訴の判決からも論じた。

2 教育基本法10条1項が禁じる「（教育行政による）不当支配」であり、憲法23条「教育の自由」、26条「教育を受ける権利」違反であることを、旭川学テ判決（※）等から論じた。

　※「教育に関する国家的介入は、できるだけ抑制的でなければならない」

「誤った知識や一方的な観念を子どもに植え付けるような内容の教育を施すことを強制するようなこと」は、「子どもが自由かつ独立した人格として成長することを妨げるような国家的介入」であり「憲法26条、13条（個人の尊重と公共の福祉）からも許されない」

「教師に対し一方的な一定の理論ないしは観念を生徒に教え込むことを強制する」点が含まれていないという条件で学習指導要領は必要かつ合理的な基準と承認される。

　　「教師が特定の意見のみを教授することを強制されない」という意味で教授の自由が認められる。

3 職務命令・処分・再発防止研修の3点セットで行う累算加重処分は、「思想・良心の自由」の侵害にとどまらず、思想・良心の自由の変更を強要する制度・装置であり、職業上の死刑を意味する。

4 他県の不起立処分及び東京の他の件（たとえば高校の未履修問題や職員団体の争議行為）に比べ、処分があまりに重過ぎる。東京でも、不起立であっても処分されない教員がいる。（比例原則・平等原則違反）。それは、都教委の裁量権逸脱である。

5 起立を求める職務命令は適法な成立要件（※）を欠き、また「重大かつ明白な瑕疵」があり無効である。したがって、地方公務員法32条「職務命令」違反にならないこと。地方公務員法33条「信用失墜行為」違反も成立しないこと。

　※成立要件３つのうちのひとつ、「実行可能な職務命令であること」に抵触する。

6 不起立は原告ら（河原井・根津）の人格の表れであること。不起立と教育実践は同じであること。

7 校長が職務命令を出す根拠となる10・23通達及び、立川市教委１．７通達について。職務命令を徹底させるために10・23通達を出した同日、「適格性に課題のある教育管理職の取扱に関する要綱」を出し校長を縛ったのは「不当な支配」であること。立川市教委の1・7通達は、根津を狙い撃ちして発せられたものであって、違憲違法であること。

■都教委の反論・主張　都教委の主張に説明を加えます。あまりにも厚顔無恥・・・！

　　番号は、上の番号に対応させています。

①「起立する教職員と起立しない教職員とがいた場合、・・・児童・生徒としては、起立してもいいし、しなくてもいいと受け取ってしまうのであり、かくて児童・生徒は国旗・国歌について正しい認識を持ち、国旗・国歌を尊重する態度を学ぶことができなくなり、児童・生徒の学習権を侵害する。」「儀式的行事として、会場全体が厳粛勝清新な雰囲気につつまれることは、児童・生徒にとって無形の指導ともなりえる。」

意味もわからずに尊重させる？　洗脳教育を自認するかのようです。

・「（10・23通達の）『式典会場において、教職員は、会場の指定された席で国旗に向かって起立し、国歌を斉唱する』・・・で求める態様は、国旗掲揚時や国歌演奏中の国際儀礼上の常識とされている起立という行為にとどまり、加えて国旗に向かって敬礼などの特別な行為を求めているわけではない。」と言うが、すでに子どもが壇上で「日の丸」に向かって敬礼をする事態（三鷹市で今年）が起きています。教職員どころの話ではありません。

②教育委員会制度は、教育の地方自治及び教育への外部的干渉の防止のために設けられているのだから、地教委がすることは指導・助言を超え、命令であっても『不当な支配』には当たらないと、次のように言います。

「教育委員会がその権限の行使として発出する通達ないし職務命令に関する限り、大綱的基準に止まるべきものと解することはできない。・・・『不当な支配』に当たると結論づけることはできない。」「学校管理機関としての地教委は・・・、普通教育の学校については、基礎的知識に属する事項を児童・生徒に教授するようその権限を行使できるのは当然のこと（国旗・国歌は基礎的知識だという）。」

　「教職員は・・・起立する義務も斉唱する義務も、伴奏する義務もない」と断じた、2006年の9・21判決に都教委が耳を傾けないのは、上記の思い込みからなのでしょう。

・「日の丸・君が代」を授業で取り上げることや、「内心の自由」を説明することについては、

「都教委は、およそ教員が学校の教育活動において内心の自由を説明すべきではないとしているものではなく、あくまで国旗・国歌に関する基礎知識を指導することへの妨げとなる時期・態様における教職員の言動を問題にしているにすぎない。」と言います。侵略戦争に使った事実を教えることが問題なのではなく、時期と教職員の言動が問題なのだそうな。言動は一人ひとり違うので、ひとまず置いておくとしても、時期によってよかったりよくなかったり・・・。頭を抱えてしまいます。

③「教職員は、法令を含む種々の社会的ルールを児童・生徒に指導していく立場である」。教育委員会制度についても同様ですが、（国家）権力は間違いを犯すものであるという自覚が微塵もありません。

④東京の教員で不起立を続けてきたのに処分をされないできた人、本人が提出した陳述書の内容について都教委は、嘘だと言って退けました。「同教諭が卒業式の国歌斉唱時に不起立であったなら、周囲の教員や参列者からその旨の話が校長にあるはずであるが、かかる話は全くなく、不起立の事実はない」。できれば処分はしたくないと校長だって思っていることを、都教委は素直に受け止めるべきなのに。

⑥「不起立行為は国旗・国歌の指導を妨げる行為であり、・・・都教委・市教委の関与・介入に対する抗議としての一種の示威行動とも評価し得る。」と言い、「根津にあっては、服務事故再発防止研修の進行を妨害する行為までし、その上、停職期間中に毎日、立川二中の正門前で『君が代斉唱で起立しないから1ヶ月の停職処分!私が立たなかったことで誰か迷惑を受けましたか』という旨の記載等したプラカードを持ち、都教委の処分に対する抗議行動を続けていたのである。・・・国旗・国歌の指導の適正実施の方針を積極的に否定し、これに公然と反抗した」と、怒りをあらわにします。

⑦「（壇上演台設置など）実施態様の変化は、各区市町村教委が10・23通達の実施指針を合理的なものと判断した結果であり、都教委の執拗かつ強制的なものであったことによるものではない」と、根拠なく主張します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　この6ヶ月間、都からは二人に1円の賃金も支払われません。にもかかわらず、都は「働くな」と言っています。生きていくために二人は水光費を払い、税金を払い、共済掛け金を払っています。幸い二人には、住む場所はありますが、都は、二人に、裸で霞を食って生きていけというのでしょうか？
以下は、そういう厳しい状況の中で、全国行脚を始めた河原井さん、停職出勤中の根津さんからの報告です
　

（Ⅰ）全国行脚の車窓から

　引き続き「君が代解雇」を許さない一念で全国行脚に出かけています。メールしない、パソコン持たない、携帯持たない私のできる事として、行脚しています。

　私は、陳述書のなかで、何回も繰り返し述べてきましたが、人と人との関係において、「差別しない」「差別されない」「命令しない」「命令されない」「強制しない」「強制されない」ことを大切に大切に暮らしてきました。「差別しない」「差別されない」関係が、決して理論ではなく血肉になった時、おのずと「命令しない」「命令されない」「強制しない」「強制されない」関係が実現します。反差別の社会や学校には、命令や強制なぞありえません。私の「君が代」不起立は、そんな関係のなかのひとつの態度表明です。素朴そのものです。

　私は、長いこと、「障がい」があってもなくても、共に学び合える学校、共に暮らせる社会があたりまえのことになることを願いつつ、自分のできる事を多くの仲間たちとすすめてきました。今もそのなかにいます。

　私自身、七生養護学校在職中に、両眼、眼底出血になり、すざまじい歪みの世界の人となりました。素速い動きについていけなくなり、細かい作業ができなくなり、文字の読み書きにかなりの時間を要する身になりました。そんな私が、学校現場で生き続けられるのは、私自身の努力もむろんありますが、多くの仲間のさりげない共生の意と行動があるからです。

　人は「違う」ということを受け入れることができず、そしてそれが排除や排斥につながることを自覚せずにすることがあります。そのことが、根本のところで共生・共闘できない場面を悲しいことですが、多く体験してきました。反権力を目指す運動体が能力主義に陥り、反差別の思想を忘れてしまう、そして能力社会を再生していく、よくある話です。

　「議論する」「対話する」ことの大切さをあらためて、失ってはいけないことを痛感しています。

　窓の外には、雑木林が連なっているのが見えます。ありがとう！！雑木林です。

（２）全国行脚はどこまでも続きます
　　①行脚の同行者たち　　　（私のリュックの中のものデーース）


　　
　　②若ものたちに出逢える行脚です
＜赤羽・銀河実験劇場にてーー茶色の朝を迎えないためにーー＞
そこに集う人たちは・平和憲法を守ろう・若者を戦場に送らない・働く者、青年に職の保障を・原発を廃止し、自然エネルギーへの転換を・米軍基地撤去、北方領土返還・「障がい者」と共生できる町と自治のあふれる町、などの想いを共有していました。

　ここで、多くの若ものたちと意見交換できとても貴重な時を共有することが出来たことは、行脚をより豊かなものにしました。若ものたちは、手を挙げて前にでてきて、「教員」という権力者に差別されたり、命令されたり、強制された数々の出来事を語りだしました。そしてまた、「日の丸・君が代」の問題についても自分のこととして語りました。北海道で学んだ若もの、東北で学んだ若もの、関東で学んだ若もの、それぞれ報告されました。共通していることは「もっと知りたかったし、もっと学びたかった」という感想でした。胸が痛くなりました。
＜国立・木の暮らしとスローライフの提案＞

　いろいろな人と出逢えました。退職した教員たちとは、学校に強行される「日の丸・君が代」の強制について語り合うことができるのに、現職の教員たちは、背を向け避けていく姿が印象的でした。しかし30歳代の現職の教員が「激しい日の丸・君が代の職員会議の議論の時、いつも中立の立場にいました。僕として結論を出さないできた。そのツケが、今、来ているように思います。君が代解雇は絶対に許しません」と言い切りました。久し振りのうれしい出逢いでした。
＜西東京アクターズスクール第Ⅴ期終了公演＞

久々に、若ものたちの歌あり踊りありの表現活動に出会い、元気と勇気をもらう行脚でした。
＜大阪・門真三中、門真四中の教員たちと＞
「日の丸・君が代」強制反対ホットライン２００８まとめ報告集会が、大阪国労会館でありました。大阪も徐々に東京化が進行しているようです。お互いに「決してあきらめず」を確認しあいました。
＜京都TM不正を許さない！　５・１８緊急集会から

　　　　　　　　　　　　　５・２０京都地裁証人尋問傍聴＞

５・１７は、大阪から、深夜まで若ものたちと京都大学ですごしました。構内で薪を「ボンボン」燃やして、大釜で豚汁をつくり、酒を飲み交わし、議論する、まるで私の１９７０年代の再現でした。京都大学は、学生の自治がまだ健在でした。うれしい限りです。若ものたちの結婚を祝う二次会で、「婚姻制度粉砕」などを語り合ったようです。若ものたちのなかには、三里塚で農業をしている人、教育基本法改悪阻止をした人、従軍慰安婦問題に向き合う人などなど、魅力ある骨太の若ものたちばかり、どの人と語り合っても、実に楽しく濃厚でした。
１８日の朝、蒔田さんらと共に法然院へ。ここでの４人の静かな語らいは、奥深くまさに古都にふれることができ、満喫しました。

京都地裁は、とてもおおらかで、心穏やかに傍聴することができました。夕刻、東京で弁護団会議があり、途中で地裁を後にしました。

行脚は、これからすぐ目黒教育ネット、千葉と続きます。

若ものたちとの出逢いに期待してでかけます。

（３）やっぱり「決してあきらめず　雑木林の決意」をかみしめて
私の行脚の目的は「君が代」解雇を許さないことだけではなく、どんな学校、どんな社会を創造していくのか、「違い」を心底認め合うことのできる学校や社会の実現を共有したく、歩き続けています。どこにでも行脚します。
　私は、小さな田舎の炭鉱町で生まれ育ちました。その小さな小学校に、私が小学４年生の時に、「特殊学級」が、年度途中で突然設置されました。その学級に各クラスから２～３名が行くことに決まりました。その中に遊び仲間がいました。私は、クラス替えでもないのに、ある日突然、遊び仲間が他学級に行ってしまうことが理解できなくて、担任に、「どうして、そんなことするの？」と迫りました。その答えが、「別にする勉強があるから」「花やウサギに、水やエサをやるために」でした。ますますわからなくなってしまった私は、校長室のドアをたたきました。校長も担任と同じようなことを言い、どうしても納得できませんでした。
そして、その翌年に、父が精神病を発病して、入退院を繰り返すようになりました。地域、血縁社会からの偏見・差別は、それはそれは激しいものでした。いまでも忘れることができません。

私が、今、養護学校の存在を否定しながら養護学校の教員として座り続ける原体験はそこにあります。内部から、偏見・差別を告発発信し続けたいのです。

＊　学校や社会を多種多様な「雑木」が共生・共存できる雑木林に！
＊「違い」を理論だけではなく心底認め合うことができる雑木林に、学校や社会を！
＊　雑木林の全国行脚は続きます。「２００３年　１０・２３通達」の白紙撤回をもとめながら・・・・
全国行脚を共に創ってくださる方　いましたら　連絡くださるとうれしいです

　　　　　　　　　　　　　　TEL・FAX　：　０４２－６６５－１７６３

　　　　　　　今年も停職「出勤」をしています　　　　　　　
　根津公子

　4年目の停職期間中私は、不起立処分を受けた立川二中（0４、05年度）、鶴川二中（06年度）、南大沢学園養護学校（07年度）と今年転任させられたあきる野学園に停職「出勤」をしています。停職「出勤」は幾つかの意味がありますが、年を重ねるにつれ、「私の授業」であることを実感しています。隔週木曜日はみんなで都庁前でチラシまきをしています。

4月23日（水）

　南大沢学園特別支援学校へ。越前谷さんは、私より30分も前にいらしていた。ご近所にお住まいの杉本さんもいらした。

　8時20分頃だろうか、校長と副校長が連れ立って出てきた。私の前で目も合わせずに、校長は「迷惑ですので、立たないでください。生徒に関わらないでください」と先週と同じことを言い、すぐさま、180度向きを変えて校舎方向に向かった。「それはどの法令のどこを根拠におっしゃっていますか」と追いかけ、聞いたが、副校長は私の声を掻き消す大きな声で、「触るな」「出て行きなさい」と怒鳴り、門扉を閉めた。私はその門扉に挟まれた。

　質問に答えるくらいの度量は持っていてほしいものだ。私のいることが生徒へのマイナス、と思うならば、私を真面目に説得すればいいのだ。そこからしか、始まらない。しかし、尾崎校長及び鈴木副校長の対応には、威圧しかない。威圧で人の心を変えることなどできはしない。それがわからない人に、教育を語る資格はない。

　高等部のＡさんから、「先生、離任式にどうして来なかったんですか？」と聞かれた。「ぼくの周りの人も、『根津先生どうして来ないのかな』って、言ってる人がいたよ」とも。

　「参加したかったんだけれど、校長先生が呼んでくれなかったの」と答えると彼は、「校長先生は、『根津公子先生は今日は都合で来られません』って、言ってたよ」と。「ううん、私は都合悪くなかったよ。すっごく、離任式に出たかったのに、出してもらえなかったんだよ」と私。彼は、「校長先生、いつもは優しいのに、どうしてかな」と首をかしげる。「どうしてなのかな？校長先生に、聞いてみるといいかもね」と答えた。

　生徒たちに、嘘をついたことを謝り、「誰の都合か」をきちんと説明しなさい。そう、尾崎校長に言いたい。

　朝の活動で公園に行く生徒たちを見送り、あるいは迎える時間はうれしい時間。自然と笑顔になる。その時、門の中では、副校長が今日も私の見張りをしていた。

5月12日（月）

まずは先週末の補足から。9日に多摩中時代の教え子Ｂさんから突然のメールをもらった。「覚えていますか？」に始まり、「先生は世間などよりも自分の意思を一番に持ち人としてすごい憧れ、尊敬します」と書いてくれていた。数えると今年20歳になる。多摩中で、私が攻撃され弾圧されるのを見聞きしてきた生徒の一人が、6年のちにこうして気持ちを伝えてくれる。筆舌に尽くしがたいほどきつかった多摩中での攻撃と弾圧に、屈せずにいてよかった！と、回想にふけり、喜びに浸った。成長した生徒に認めてもらえることほど、力を与えてくれるものはない。私には最高のプレゼント。教員だから体験できる幸せをかみしめた。

さて、今日は久しぶりの鶴川二中。今日もうれしいことがあった。登校する生徒たちの波が消えた時、門の影から、「根津先生、おめでとうございます」とぴょこんと男子生徒が飛び出てきた。続いて4～5人の生徒が出てきて、口々に「おめでとうございます」と言う。私が授業を担当した3年生たちだった。その一人は、少し前に私と挨拶を交わし、校舎に向かった生徒であった。「まあ、ありがとうございます！あなたたち、私がクビにならなかったことを知っていたのね」と言うと、「ユーチューブ見ました」。そして、「先生、今の心境はどうですか」と。「クビにさせなかったことはすごいこと!たたかって、勝ち取りました。だから、とってもうれしいです」と答えると、歓声を上げてくれた。私が立てかけたプラカードの文字を読み、「三鷹高校の校長先生がどうしたの？」と一人が聞くので、簡単に説明し、「都の教育委員会のやっていること、間違っていると、とうとう校長先生が発言したのよ」と話した。そこにまた別のグループが合流し、盛り上がった。始業時刻が迫り、中に入っていくその3年生たちを見送りながら、幸せに浸った。ドキュメントの動画の威力はすごい。

生徒たちが校門の裏側から出てくる前のしばらくの間、門の裏側かなり近くに生徒たちの声が聞こえてはいた。でも、まさか、こういう展開になるとは！言い出しっぺがいて、相談した結果の行動だったのだろう。大人には真似のできない柔軟さだ。

今日はプラカードの下半分を三鷹高校の校長の発言を紹介したのだが、この生徒たちの他にも質問してきた生徒がいた。

また、今朝は、「何で停職になったのですか」「停職って何ですか」と聞いてきた1年生が複数いたり、立ち止まってじっくり文字を読んでいく生徒が何人もいた。質問をするという行為を実行に移すのに、先に観察期間が必要だったのだろう。

帰りにはいつもの3年生男子が6～7人でやってきて、しばらく遊んでいった。「君が代についてはよくわかんないけれど、大勢に嫌がられても、自分を貫き通すのはできることじゃない。何でそこまでできるのか、それを知りたい」と言う。一人は、何度もそれを繰り返す。「何でそこまでするのかって？―私を観察したり、『君が代』について調べ、考えていったらいいと思うよ。急ぐことはないよ」と言い、「私は間違っていると思えば、やらない。正しいと思えば、一人でも行動する。みんながやるからやる、ということはしないの」と答えると、別の一人が「先生、KYって知っている？空気読めないの?」。私は、「読めないではなくて、私は読まないの」と答えた。生徒たちは「根津先生、屈するな！根津先生、屈するな!」とシュプレヒコールのように小さくこぶしをあげて叫び、帰り、あるいは部活動に行った。

2006年、私がここに異動させられた停職中から、根津は「ルールを守らない教員」「教員を辞めろ」と地域に徹底して宣伝がされ、バッシングが行われ、生徒たちはその動きに乗せられた。私はめげそうになる気持ちを整理してバッシングと対峙し、前に進もうとしてきた。それから中1年が経ち、この春には私たち「君が代」被処分者の声を届ける報道やインターネットでの動画配信があり、中学生にも正確な情報を得る機会ができた。そういう中で、こうした生徒たちが出現した。生徒たちに柔らかい頭で考えていってもらえるなら、私への弾圧も意味があったというものだ。

帰るまでのしばらくの間、感慨にふけりながら、学校周りの道でトレーニングする生徒たちを眺めて過ごした。一人の3年生は、「先生、制服のボタン、自分でつけています」と報告してくれた。1年生の授業でやったことを活かしてくれているんだ。

5月20日（火）

　激しい雨の降る中、あきる野学園に。何人もの教職員が私を気遣い、心配して声をかけてくれた。車でお子さんを送ってこられる保護者の多くが挨拶をしてくださる。ＰＴＡ広報に校長が私の紹介を寄稿してくれたからかな？
· 寄せられた長い手紙から一部分を紹介します（紙面の関係でカットが多くてごめんなさい）。
4月19日　広島県教組青年部　倉澤憲司

根津さんの解雇を阻止した。うれしかった。本当に。本当に。

そして，根津さんの「卒業式・子どもたちを政治利用するのはおかしいと思います」の意見に，「そう思います」という声を上げる同僚が現れたこと，処分発令の際，根津さんのよびかけに応えて立ち会った同僚がいたこと，免職でないことを喜び合う同僚がいることなど職場に連帯や団結の輪が拡がり，たたかい始めていることも知り，うれしかった。もう一度，根津さんの解雇阻止！やった！！

それは，何より根津さん自身のすごい決起により，勝ちとったものだ。３月３１日南大沢に行ったとき，根津さんへ「がんばってぇ」と声をかけられる人もいたけれど，根津さんは，もうずっとずっと十分がんばっていた。　勿論，どんな処分も、それを前提とした脅しの職務命令も全く不当なものだ。根津さん・河原井さんへの６ヶ月停職処分・多くの再雇用取り消し処分など，絶対に絶対に許さない！

　でも，わたしにとっては処分は，労働者性をとりもどす契機であったし，団結のチャンスだ。もっとこれを活かして，校長室や地教委という密室だけのやりとりにせず，職場や組合の論議にしていかなきゃいけないと思っている。「不起立でたたかおうよ」「自分の思いのまま不起立したっていいんだよ」「不起立して団結しようよ」って。　わたしは，不当な命令になどこれっぽっちも従いたくない。「君が代を歌え。起立して敬え」「君が代を子どもたちに歌わせろ」といった命令になど絶対従いたくない。そんなもの教育でもなんでもない。命令・処分，そんなものに屈しない。おびえない。それが，この命令・処分のねらい（原則的に闘わせない・教育労働者としての誇りとたたかう団結を奪う）を粉砕するものだから。そうすれば勝てる，他の労働者ともつながれることを，根津さんは証明してくれた。　わたしへの「卒業式不起立」への処分は「文書訓告」でした。入学式も不起立したので，次は「戒告」かもしれません。処分書には，「職務命令に反し，君が代斉唱時不起立したことが公務員としての自覚が欠如し，公教育への地域等の信頼を損ねた」と書かれていました。（中略）子どもたちに「自分で判断できる人になろう」「安心・安全・元気な学校をつくろう」と言っている人が，人の心を傷つけ，ある一つの態度を強制する「職務命令」を出し，超過勤務を見過ごすか，遠まわしにやらせています。口では「早く帰ってください」と言いますが，具体的な超勤解消の行動は全くしません。わたしは，必要だと思えば，教材研究も家庭訪問も時間外であってもしています。新自由主義教育を浸透させていくために必要な文書・計画・報告文書などがムダな仕事です。どっちが，直接「国民」に対し責任をとる公務員としての自覚が欠如し，公教育への地域の信頼を損ねているんだ！　不起立は，わたし自身を不必要な呪縛から解き放つたたかいでもありました。そして，本当につながりたい相手と，血の通った心の通じた信頼し合えるなかまと知り合い，つながるために必要なものでもありました。

　そのたたかいを先頭に立ってたたかい教えてくださった，そしていつもやさしくあたたかく励まして話しかけてくださった根津さん・河原井さんに，心から感謝しています。根津さんに出会えてよかった。河原井さんに出会えてよかった。おれは，ずっとずっと根津さん・河原井さんとともにたたかいます。　　　


集会へのお誘いと傍聴のお願い　です
　集会へのお誘い　　

《　6・15の集い》　を開きます　奮ってご参加ください
　　ーー「君が代」解雇はとめた！　みんなで話そうこれからをー
　　　　　　　　　　　　6月15日〔日〕　13；15～16：30
　　　　　　　　新宿農協会館〔新宿駅南口から徒歩3分〕　
　　　13時15分から、河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会の総会を開き、その後、ビデオ上映、報告、フリートーキングという流れです。会員の方も、そうでない方も多様なお考えをお聞かせください。
裁判傍聴支援のお願い　　
　　（東京地裁は地下鉄霞ヶ関下車1分です）
　 ▼6･12（木）　　13:10～河原井さん2004被処分取り消請求　  
 東京地裁506号法廷
　 ▼6･25（水）　  13:30～　2006年事件証人尋問 （証人は調布養護学校校長、半澤都教委指導部主任指導主事、いずれも当時）
 　東京地裁606号法廷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼6･26（木）　 10:00～　2007年事件審理　　　　 　 
東京地裁506号法廷
▼7・10（木）  16:00～根津さん第5次・第6次被処分
　　　　　　　　（東京教組・「求める会」のメンバーと合同訴訟）
東京地裁506号法廷

　　▼7・16〔水〕　13：15～　根津さん多摩中裁判　判決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京地裁506号法廷
会計からのお詫びとお願い

　いつもカンパや会費納入のお願いに快く応えていただいてありがとうございます。前々回ニュース14号の発送時に振込用紙を入れさせていただきましたがご迷惑をかけてしまい申し訳ありませんでした。ATMで試して大丈夫と考えましたが窓口では色々あったようで反省し改めてお詫び申し上げます。次回からは取り寄せた用紙に番号等印刷して送らせていただきます。08年度会費は総会後ということで7月に用紙を送らせていただきます。すでに振り込まれた方はお許し下さい。尚カンパの方はいつでも歓迎しておりますのでよろしくお願いいたします。
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